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１ ワーキンググループの組成

•あきたスマートシティ・プロジェクトの実施にあたっては、類似したプロジェクトごとにワーキ
ンググループを組成し、事業の推進を行う。

• ワーキンググループは事業を推進する、民間企業、団体、学識者で構成する。

ワーキンググループ プロジェクト

基盤・ESCOワーキング スマートシティ情報統合管理基盤構築、「地域ＥＳＣＯ事業」秋田モデルの構築事業

地産エネルギー・グリーンツーリズムワーキング 地産エネルギー導入促進事業、グリーンツーリズム推進事業

モビリティ・地域通貨ワーキング 低炭素型モビリティ事業、電子地域通貨導入事業

新庁舎連携ワーキング 新庁舎建設との連携

地域LEEDワーキング 地域LEED認証取得による地域ブランド化

環境リーダー・ビジョンワーキング アジア・アフリカ地域環境リーダーとの連携、あきたスマートシティのビジョン検討
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２ ワーキンググループの構成

•各ワーキングの推進体制は以下のとおりである。

•新庁舎連携ワーキングについては、別途進行している新庁舎建設計画と連携をとりつつ
進めるため、ワーキンググループという形態はとらないこととする。

•地域LEEDについては、あきたスマートシティ・プロジェクトの事業期間（～2015年度）に順
次取得環境の整備を進めるものとして、関連事業が具体化する段階で組成する。

ワーキンググループ名 構成メンバー WG長

基盤・ESCOワーキング 情報統合管理基盤構築事業委託先、ESCO事業委託先、市有
施設管理者（秋田市担当部局、指定管理者）、新エネルギー
関連事業者

情報統合管理基盤構築
事業委託先

（システムベンダー）

地産エネルギー・グリーンツーリズムワーキング 秋田大学、株式会社日本総合研究所、新エネルギー関連事
業者、観光関連企業・団体、農林業関連団体

秋田大学 西川委員

モビリティ・地域通貨ワーキング 秋田商工会議所、株式会社日本総合研究所、交通関連事業
者、観光関連企業・団体、カード事業者、リース、金融関係事
業者

商工会議所 岩本委員

新庁舎連携ワーキング

地域LEEDワーキング （事業が具体化した段階であらためて組成）

環境リーダー・ビジョンワーキング 東北大学大学院環境科学研究科、株式会社日本総合研究所
、コクヨ株式会社、新エネルギー関連事業者、システムベンダ
ー、ESCO事業者

東北大学 古川委員
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３ ワーキンググループの活動状況

• アジア・アフリカ地域環境リーダーとの連携、あきたスマートシティのビジョン検討を行う
「環境リーダー・ビジョンワーキンググループ」が活動を開始。

• 環境リーダー（海外新興国からの留学生および日本人大学院生）が、あきたスマートシ
ティ・プロジェクトで履修するプログラムの検討と、秋田らしいスマートシティの構築に向
けた手法について検討した。

• 現メンバー ： 東北大学大学院環境科学研究科（◎古川委員）、株式会社日本総合研
究所（小長井委員）、コクヨ株式会社（飯沼委員） （◎WG長）

• 今後、事業の進捗に伴い必要なメンバーを加えることとする。


